
　

あ
ん
ず
の
里
と
し
て
有
名
な
長
野
県
埴は
に

科し
な

郡
（
現
千
曲
市
）
で
４
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し

て
生
ま
れ
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
伸
び
伸
び
と

育
っ
た
こ
と
が
、「
で
き
な
い
子
の
気
持
ち
も

わ
か
る
」「
良
い
意
味
で
教
師
ら
し
く
な
い
」

こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
語
る
北
嶋
先
生
。
立
命

館
大
学
で
英
米
文
学
を
学
ん
だ
後
、
袋
井
商

高
勤
務
を
経
て
昭
和
45
年
に
本
校
に
着
任
し

た
。
主
と
し
て
２
・
３
年
の
担
任
、野
球
部
部
長
、

ギ
タ
ー
部
顧
問
を
勤
め
、俳
優
の
別
所
哲
也
氏
・

声
楽
家
の
佐
野
文
彦
氏
・
劇
団
四
季
の
正
幸
氏

兄
弟
な
ど
の
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
先
生
の
も
と
か

ら
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

　

英
語
教
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
、
屋
代
高

校
時
代
に
素
晴
ら
し
い
英
語
の
先
生
に
出
会
え

た
こ
と
、
医
学
部
に
進
ん
だ
長
兄
が
買
っ
て
く

れ
た
英
語
の
参
考
書
、
ラ
ジ
オ
の
英
会
話
講
座
、

そ
し
て
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
高
校
の
数
学
教

師
だ
っ
た
父
の
影
響
…
と
言
葉
を
続
け
る
う
ち

に
、「
モ
ノ
を
売
っ
た
り
お
カ
ネ
を
数
え
る
仕

事
で
は
な
く
、
と
に
か
く
人
間
相
手
の
仕
事
が

し
た
か
っ
た
」
と
力
を
込
め
た
。

　

静
岡
県
を
選
ん
だ
理
由
は
、
高
校
時
代
の
国

語
の
先
生
が
、
出
張
で
訪
れ
た
静
岡
の
こ
と
を

「
海
と
大
地
が
広
が
り
、
ま
る
で
別
天
地
だ
」

と
滔
々
と
語
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
り
、「
海

の
見
え
る
所
に
住
み
た
か
っ
た
」
と
の
こ
と
。

　
「
藤
枝
東
は
い
い
思
い
出
ば
か
り
だ
。
生
徒

は
物
事
を
き
ち
ん
と
わ
き
ま
え
て
お
り
、
と
に

か
く
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
個
性
派
揃
い
だ
っ

た
。
そ
れ
が
卒
業
し
て
か
ら
様
々
な
分
野
で
活

躍
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
」

　
「
こ
ち
ら
が
た
じ
た
じ
と
す
る
よ
う
な
質
問

を
す
る
生
徒
も
い
た
が
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

わ
か
ら
な
い
と
は
っ
き
り
言
い
、
あ
と
で
調
べ

て
答
え
た
。
東
高
生
に
ご
ま
か
し
は
一
切
通
用

し
な
い
と
思
っ
た
か
ら
、
私
も
猛
勉
強
し
た
」

　
「
教
師
集
団
も
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
と

同
時
に
、
み
な
平
等
だ
と
い
う
仲
間
意
識
が
強

か
っ
た
。
職
員
会
議
の
司
会
も
管
理
職
で
は
な

く
、
教
員
の
輪
番
制
だ
っ
た
ね
」

　
「
野
球
部
の
部
長
時
代
、
当
時
強
豪
だ
っ
た

島
田
工
業
を
夏
の
大
会
で
破
っ
た
時
は
嬉
し

か
っ
た
な
あ
」

　

本
校
で
14
年
間
勤
務
さ
れ
、「
次
は
小
さ
な

学
校
で
頑
張
り
た
い
」
と
金
谷
高
校
へ
、
そ
の

後
は
焼
津
中
央
・
島
田
高
校
を
経
て
退
職
、
榛

原
・
島
田
で
の
非
常
勤
講
師
…
現
場
一
筋
で
生

徒
と
か
か
わ
り
続
け
た
教
員
人
生
だ
。

　

現
在
も
毎
朝
、
ラ
ジ
オ
講
座
を
欠
か
さ
ず
、

家
庭
教
師
や
金
谷
宿
大
学
で
も
熱
い
指
導
が
続

く
。
曰
く
「
教
え
る
こ
と
が
私
の
喜
び
だ
」。

　

島
田
市
伊
太
在
住
。
77
歳
。

M
r. Kitajim

a, I am
 still proud of being 

your student!

（
会
報
委
員
に
し
て
不
肖
の
教
え
子
・
Ｋ
）
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先輩
から
後輩へ

後輩
から
先輩へ

　私は2008年に藤枝東高校を卒業し、東京大学理科一類に入学しました。
その後大学院に進学して博士号を取得し、現在もそのまま大学に残り神経科
学の研究者として働いています。
　さて、皆さんは「研究者」と言えばどのようなイメージをお持ちでしょう
か。研究室にこもって実験ばかりしている姿をご想像された方もいらっしゃ
るでしょうか。大体当たっています。でも、実はそれだけではないのです。
普段から最新の科学論文を読み込んで知識をアップデートしたり、必要な解
析手法を学んだり、国内外の学会に出掛けて他の研究者と情報交換をしたり
と、常に「勉強」をすることが求められます。そして、そうした背景知識の
中で温めた仮説を検証し新たな発見へと繋げていく、というのが研究の主な
流れです。そんなわけで、研究者という職業は、勉強が好きな人にとっては
天職とも言えるのです。ふふふっ。
　では、そんな私ですが、大学受験も常に楽しく乗り切ったかと言えば、正
直なところ全くそんなことはありませんでした。それは、決められた枠の中
だけで勉強することに疑問を感じていたからです（因みに大学で自分の好き
な分野を好きなだけ勉強するのは本当に楽しいので安心して下さい）。で
も、これだけは高校生の皆さんに伝えたいのですが、大人になった今になっ
て振り返ると、高校時代の勉強こそがその後の私の人生にとって一番大きな
投資になっていたのは間違いありません。何のために勉強するのか、という
問いには人によって様々な答えがあるかと思いますが、「人生における選択
肢を増やすため」というのが私なりの答えです。だから、少し逆説的です
が、将来自分が本当に望む生き方で自由に生きたいと思う人ほど、高校生活
を（ちょっと縛られた）勉強に捧げてみるのは如何でしょうか。もちろん、
大人になってから勉強を始めても遅くはありません。ただ、自分の将来の
ために100%の労力を費やせるのが高校生という身分の特権だということを
知っておくと良いかもしれません。以上は私の経験に基づく考えですので全
ての人に当てはまるとは思いませんが、何のために勉強したら良いのかよく
分からないという方にとって少しでも参考になれば幸いです。

　現在世界には何万もの職業があります。最近では小学生が将来なりたい職
業ランキングの上位にユーチューバーがランクインするほど、昔とは異なる
分野の職業に対する注目度も増してきていると感じています。そんな中、ど
の職業にも求められることは「学ぶ姿勢」だと思います。坂口さんの様に研
究者として働かれている方だけでなく、コンビニエンスストアなどの私たち
が身近に感じる場所で働かれている方まであらゆる人が日々「学び」を続け
ています。
　さて、何のために勉強するのか、という問いに対して坂口さんの言われた
通り「人生における選択肢を増やすため」という答えを持つ人も多いと思い
ます。私は勉強する理由は何かと聞かれて自信を持って答えることはできま
せんが、一つ言えることとしては勉強とは単に知識を身に着けることではな
く、勉強することを通して人として生きていくうえで大切な「学ぶ姿勢」を
身につけるためだと思います。例えば学校で学んだことを社会に出てから使
うかと聞かれると、その分野を専門としている人を除いて多くの人がほとん
ど使わないと答えるのではないでしょうか。では勉強とは単に大学受験で希
望の大学に入るための１つのツールに過ぎないのか。そうではないでしょう。
私は勉強をしていて新しい知識を身につけることがとても楽しいと感じてい
ます。このように毎日習慣的に行う勉強を通して新しいことを知る喜びにふ
れる事こそが、勉強以外の普段の生活の中で新しい発見を探そうとする第一
歩となり、それこそが現代社会で求められる「学ぶ姿勢」ではないでしょう
か。つまりどのような職業に就いたとしても必要とされる「学ぶ姿勢」は勉
強という我々高校生が普段から一日の大半を費やし行っていることに帰着す
るのだと思います。
　我々高校生はあと数年もしないうちに社会に出ます。それぞれが自分なり
に考えた進路を進んでいくことになりますが、高校生活の中で身につけた「学
ぶ姿勢」は皆が失うべきではない大切な物です。坂口さんの言われた通り高
校時代は将来のために勉強を十分に行うことのできる時期です。自分の中の
「学ぶ姿勢」を確固たるものにするために勉強に本気になって取り組んでい
きます。

先 

輩 後 
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北
嶋
　
季
彦
先
生

1970年４月から1984年３月まで在籍

恩
師
を
訪
ね
て

  　　前サッカー部OB会長
　橋本　忠広
（27回・

昭和29年３月卒）

立命館大学副学長
　市川　正人

（47回・昭和49年３月卒）

新潮社勤務
演劇記者
筑波大学非常勤講師

　近藤　主
ち か ら

税
（57回・昭和59年３月卒）

国体初出場グローバル化と大学

人生「最高＆最凶」の
2016年

航空幕僚長
杉山　良行

（49回・
昭和51年３月卒）

航空自衛官
としての人生

　
「
今
ま
で
の
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
で
は
静
岡
、

山
梨
、
長
野
か
ら
優
勝
校
１
校
だ
け
出
場
で
き

た
が
、
今
年
の
国
体
に
は
２
校
出
場
で
き
る
こ

と
に
な
っ
た
。
３
県
の
う
ち
長
野
は
レ
ベ
ル
が

低
く
弱
い
か
ら
、
県
下
で
優
勝
す
れ
ば
必
ず
国

体
に
行
け
る
。
部
員
は
い
よ
い
よ
チ
ャ
ン
ス
到

来
、
今
年
こ
そ
は
な
に
が
な
ん
で
も
国
体
へ
と

練
習
に
励
ん
だ
。
主
将
が
長
島
清
志
、
３
年
生

に
橋
本
忠
広
、
井
沢
義
久
、
鈴
木
保
郎
ら
が
部

員
の
と
き
で
あ
っ
た
。」

　

私
は
思
い
出
し
た
。

　

当
時
全
国
大
会
と
い
え
ば
国
体
し
か
無
く
、

国
体
出
場
が
我
々
の
夢
で
あ
っ
た
。
春
の
ス

ポ
ー
ツ
祭
で
は
浜
松
北
に
敗
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

近
県
大
会
で
前
年
国
体
優
勝
の
韮
崎
高
に
１
対

２
で
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
シ
ュ
ー
ト
が
相
手

の
バ
ー
や
ポ
ス
ト
に
当
た
り
８
割
方
圧
し
て
い

た
事
で
、
我
々
は
国
体
出
場
望
み
無
き
に
し
も

非
ず
の
感
を
深
め
た
。

　

机
を
片
付
け
、
教
室
に
畳
を
敷
き
、
大
き
な

蚊
帳
を
吊
っ
て
の
夏
の
合
宿
。
昼
の
練
習
で
疲

れ
、
寝
よ
う
と
思
っ
た
所
へ
２
、３
人
の
先
輩

の
ス
イ
カ
の
差
し
入
れ
。
嬉
し
く
今
も
思
い
出

し
ま
す
。

　

県
予
選
の
初
戦
は
磐
田
農
高
。
次
が
静
岡
高
。

ス
ポ
ー
ツ
祭
で
敗
れ
た
浜
松
北
高
に
勝
ち
、
準

決
勝
は
清
水
東
高
。
決
勝
は
静
岡
工
高
。
全
て

の
試
合
を
必
死
の
思
い
で
戦
い
、
何
と
か
優
勝

で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
を
講
義
し
て
い
る
。

　

二
十
代
に
は
、
名
誉
棄
損
で
告
訴
さ
れ
東
京
地

裁
に
２
度
赴
い
た
。
三
十
代
に
は
帝
劇
『
レ
・
ミ

ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
稽
古
場
で
、
同
級
生
の
別
所
哲
也

さ
ん
と
再
会
し
た
。
四
十
代
は
、
長
男
＋
長
女
の

保
育
園
送
迎
に
大
わ
ら
わ
。
喜
び
も
哀
し
み
も
幾い

く

歳と
し

月つ
き

を
へ
て
、
五い

十そ

路じ

の
２
０
１
６
年
を
迎
え
た
。

　

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
２
年
前
の
２
０
１
５
年
５
月
。

「
宝
塚
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
」
と
称
さ
れ
た
星
組
ト
ッ

プ
柚ゆ

ず

希き

礼れ

音お
ん

が
、
歌
劇
団
を
退
団
し
た
。
若
手
時

代
に
取
材
し
、「
21
世
紀
の
天
才
」
と
い
う
記
事

を
筆
名
の
松ま

つ

島し
ま

奈な

巳み

で
執
筆
し
た
縁
が
あ
り
、

　
「
柚
希
礼
音
論
の
決
定
版
を
残
し
た
い
！
」

　

宮
仕
え
ゆ
え
、
時
間
は
な
い
。
そ
こ
で
一
計
を

案
じ
る
。
家
事
を
超
特
急
で
す
ま
せ
、
夜
９
時
就

寝
。
午
前
３
時
に
目
ざ
め
、
子
ど
も
た
ち
を
起
こ

す
朝
６
時
半
ま
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
た
。
１
年

後
の
２
０
１
６
年
５
月
。『
宝
塚
歌
劇 

柚
希
礼
音

論
』（
東
京
堂
出
版
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

３
か
月
後
、「
夏
風
邪
か
な
？
」。

　

38
度
の
熱
が
つ
づ
き
、
突
然
、
太
陽
が
ま
ぶ
し

く
な
る
。
妻
が
タ
ク
シ
ー
を
呼
び
、
東
京
・
杉
並

区
の
河
北
総
合
病
院
に
搬
送
し
て
く
れ
た
。
意
識

　

同
窓
会
報
千
南
原
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

を
得
た
こ
と
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
本
稿
で
は
自
分

の
所
属
す
る
航
空
自
衛
隊
を
紹
介
し
つ
つ
航
空
自
衛

官
と
し
て
の
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
近
況
を
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

執
筆
に
際
し
、
あ
れ
や
こ
れ
や
40
年
も
前
の
高
校

時
代
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。
東
校
の
自
由

な
校
風
と
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
で
の
び
の
び
と
楽
し

く
過
ご
し
た
高
校
生
活
は
自
分
に
と
っ
て
人
生
で
最

も
豊
か
で
幸
せ
な
時
間
で
し
た
。

　

卒
業
後
は
防
衛
大
学
校
に
入
校
、
自
由
な
東
校
で

の
生
活
か
ら
は
一
転
、
男
子
ば
か
り
（
今
の
防
大
に

は
女
子
学
生
が
い
ま
す
）
の
全
寮
制
、
規
律
厳
し
く

外
出
は
土
日
だ
け
…
今
思
う
と
良
く
耐
え
た
も
の
だ

と
も
思
い
ま
す
。

　

戦
闘
機
乗
り
に
な
り
た
い
一
心
で
陸
海
空
自
衛
隊

の
中
か
ら
航
空
自
衛
隊
を
選
ん
だ
こ
と
、
そ
れ
が
生

来
堅
苦
し
い
こ
と
、
束
縛
さ
れ
る
こ
と
が
嫌
い
な
自

分
に
と
っ
て
大
き
な
幸
運
で
し
た
。
と
言
う
の
も
自

衛
隊
と
い
う
と
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
航
空
自
衛
隊
は
軽
快
で
柔
軟
、
明
朗
闊
達
な
組
織
、

皆
さ
ん
に
は
意
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
他
の
自
衛

隊
に
行
っ
て
い
た
ら
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
て
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

防
大
卒
業
後
、
戦
闘
機
操
縦
者
と
し
て
の
教
育
訓

練
を
受
け
て
初
め
て
部
隊
に
配
属
さ
れ
た
当
時
は
東

西
冷
戦
の
真
た
だ
中
。
対
領
空
侵
犯
措
置
の
た
め
の

緊
急
発
進
、
い
わ
ゆ
る
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
の
主
な
相
手

は
ソ
連
、
銀
色
の
機
体
に
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
赤
い
星

を
描
い
た
ソ
連
機
を
初
め
て
見
た
と
き
の
興
奮
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

時
代
は
変
わ
っ
て
今
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
の
主
な
相

手
は
中
国
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
象
徴
す
る

よ
う
に
、
こ
の
40
年
ほ
ど
の
間
に
お
け
る
安
全
保
障

環
境
の
変
化
は
大
き
く
、
現
在
の
日
本
の
安
全
保
障

は
冷
戦
の
時
代
を
含
め
て
も
戦
後
最
大
の
脅
威
や
懸

念
す
べ
き
事
態
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い

で
し
ょ
う
。

　

覇
権
を
求
め
海
洋
に
進
出
、
力
を
も
っ
て
現
状
変

更
を
試
み
る
中
国
、
ミ
サ
イ
ル
や
核
兵
器
で
緊
張
を

煽
る
北
朝
鮮
、
ソ
連
の
時
代
に
立
ち
返
っ
た
よ
う
な

ロ
シ
ア
、
こ
う
し
た
国
々
に
隣
接
し
厳
し
い
状
況
に

あ
る
国
は
世
界
を
見
渡
し
て
も
類
を
見
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
下
、
航
空
幕
僚
長
と
し
て
航

空
自
衛
隊
４
万
７
千
人
を
率
い
、
国
民
の
安
心
、
安

全
の
た
め
油
断
無
く
構
え
備
え
る
毎
日
は
正
直
言
っ

て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
そ
ん
な
厳

し
い
環
境
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
は
武
人
と
し
て
の

大
き
な
誉
れ
と
…
そ
う
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら

引
退
を
目
前
に
最
後
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
立
命
館
大
学
の
法
科
大
学
院
（
弁
護

士
な
ど
の
法
曹
を
養
成
す
る
た
め
の
大
学
院
）

の
教
授
と
し
て
憲
法
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
27
年
１
月
以
来
、
立
命
館
大
学
副
学
長
を

務
め
て
い
ま
す
。

　

立
命
館
大
学
と
い
っ
て
も
、
静
岡
県
在
住
の

皆
さ
ん
に
は
「
関
関
同
立
」
の
一
つ
と
い
っ
た

　

サ
バ
ち
ゃ
ん
、こ
と
松
村
八
十
治
先
生
の「
校

庭
こ
も
ご
も
記
」
︱
千
南
原
の
四
十
年
︱
の
中

で
次
の
よ
う
な
文
章
を
見
つ
け
た
。

　

筑
波
大
学
の
日
本
文
学
科
で
、
歌
舞
伎
を
専
攻
。

新
潮
社
に
入
社
し
て
『
週
刊
新
潮
』
の
記
者
を
つ

と
め
つ
つ
、
専
門
誌
を
中
心
に
演
劇
コ
ラ
ム
を
寄

稿
し
て
き
た
。
年
に
ひ
と
コ
マ
だ
が
、
筑
波
大
学

を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
予
選
は
韮
崎
高
、
上
田
松
尾
高

の
３
県
の
リ
ー
グ
戦
を
本
校
の
グ
ラ
ン
ド
で

行
い
、
我
々
は
１
勝
１
敗
で
念
願
の
国
体
の

出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
四
国
の
松
山
で
行
わ
れ
、
１
回

戦
は
山
口
県
の
多
々
良
学
園
に
勝
ち
、
２
回

戦
で
浦
和
高
に
敗
れ
ま
し
た
。
優
勝
は
広
島

の
修
道
高
で
し
た
。

　

試
合
の
結
果
は
と
も
か
く
、
国
体
出
場
を

目
標
に
一
途
に
練
習
に
励
ん
だ
当
時
を
、
今

も
思
い
出
し
ま
す
。
特
に
決
勝
の
前
の
日
の

気
持
ち
の
高
揚
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。
そ

の
一
端
を
こ
れ
ま
た
松
村
先
生
の
文
章
を
お

借
り
し
て
締
め
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
「
清
水
東
高
に
勝
っ
て
の
帰
り
道
、
静
岡

市
内
の
県
庁
前
あ
た
り
の
お
堀
の
側
を
歩
い

て
い
た
。
今
年
は
国
体
へ
出
場
す
る
絶
好
の

機
会
で
あ
る
、
明
日
の
決
勝
に
は
、
静
工

高
に
勝
っ
て
国
体
へ
行
き
た
い
、
み
な
同
じ

思
い
が
あ
っ
た
。
歩
い
て
語
る
話
題
も
た
だ

そ
れ
だ
け
で
あ
っ
た
。
用
具
の
入
っ
た
重
い

バ
ッ
ク
を
提
げ
、
話
し
な
が
ら
歩
い
て
い

る
う
ち
に
橋
本
忠
広
が
『
明
日
の
決
勝
に
静

工
高
に
勝
っ
て
、
国
体
へ
出
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
も
う
こ
ん
な
鞄
な
ん
か
い
ら
す

か
！
』
と
力
一
杯
道
路
に
鞄
を
叩
き
つ
け
る

よ
う
に
し
て
放
り
投
げ
た
。」

が
混
濁
し
、
お
花
畑
に
包
ま
れ
る
。「
劇
症
Ⅰ
型
」

と
い
う
糖
尿
病
で
、
わ
ず
か
５
日
の
間
に
、
す
い

臓
の
ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島
β
細
胞
が
破
壊
さ
れ
、

イ
ン
ス
リ
ン
が
一
滴
も
分
泌
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

　

原
因
不
明
。
治
療
法
な
し
。
ト
ホ
ホ
。

　

年
間
発
症
は
３
０
０
人
。
一
日
４
回
の
血
糖
値

測
定
（
痛
い
）
＆
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
（
痛
い
）
を

怠
れ
ば
、
三
途
の
川
に
ま
っ
し
ぐ
ら
。
平
均
寿
命

は
、
十
年
余
も
短
い
。
失
明
・
手
足
の
壊え

疽そ

・
人

工
透
析
の
三
大
合
併
症
と
も
隣
り
あ
わ
せ
だ
。

　

Ⅰ
型
患
者
の
「
希
望
の
星
」
に
は
、
英
国
の
女

性
首
相
テ
リ
ー
ザ
・
メ
イ
が
い
る
。
ま
ず
は
小
学

校
５
年
生
の
長
女
が
成
人
式
を
迎
え
る
ま
で
、
息

災
で
い
る
こ
と
。
そ
し
て
歌
舞
伎
・
宝
塚
・
杉
村

春
子
に
つ
い
て
、
満
足
ゆ
く
論
考
を
遺
せ
た
ら
。

　

目
下
、
次
回
作
を
準
備
中
。
静
岡
が
生
ん
だ
初

の
男
役
ト
ッ
プ
「
明あ

日す

海み

り
お
論
」（
静
岡
雙
葉

中
学
卒
）
を
構
想
す
る
の
が
、
至
福
の
時
で
あ
る
。

続
く
「
礼れ

い

真ま

琴こ
と

論
」（
サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
・

浅
野
哲
也
選
手
の
次
女
）
ま
で
、
宝
塚
３
部
作
を

完
成
さ
せ
な
い
う
ち
は
、
死
ん
で
も
死
に
き
れ
な

い
。

イ
メ
ー
ジ
し
か
な
い
で
し
ょ
う
が
、
立
命
館
大

学
は
、
三
つ
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
京
都
市

の
ほ
か
、
滋
賀
県
草
津
市
、
大
阪
府
茨
木
市
）

に
14
の
学
部
を
擁
す
る
、
学
生
数
で
全
国
三
番

目
の
私
立
大
学
で
す
。
毎
年
50
人
程
度
が
東
高

か
ら
現
役
で
合
格
さ
れ
て
お
り
、
う
れ
し
い
限

り
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化
・

Ａ
Ｉ
の
発
達
の
中
で
、
日
本
の
大
学
は
変
革
を

迫
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
立
命
館
大
学
が
今
、
最

も
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
対
応
で
す
。
立
命
館
大
学
は
、
文

部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創

成
支
援
事
業
（
Ｓ
Ｇ
Ｕ
）
に
採
択
さ
れ
て
お
り
、

現
在
、
年
間
約
３
３
０
０
名
受
け
入
れ
て
い
る

留
学
生
、
約
１
８
５
０
名
海
外
に
送
り
出
し
て

い
る
学
生
を
、
平
成
35
年
度
に
は
１
・
５
倍
に

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
従
来
の
国
際
交
流
や
単
位
互
換
留

学
を
超
え
た
仕
組
み
も
構
築
し
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
来
年
度
に
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

に
あ
る
ア
メ
リ
カ
ン
大
学
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・

デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ
Ｄ
）「
国
際

連
携
学
科
」
を
国
際
関
係
学
部
に
開
設
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
学
部
レ
ベ
ル
の
Ｊ
Ｄ
と
し
て
日
本
初

の
試
み
で
す
が
、
学
生
は
、
入
学
時
か
ら
両
大

学
の
学
籍
を
有
し
、
日
米
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で

２
年
間
ず
つ
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
31
年
度
に
は
、
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
20

位
台
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
と
の
共
同

学
士
課
程
で
も
あ
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
」

の
開
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
し
た
取
り
組
み
の
推
進
は
、
高
校
ま
で
の
英

語
教
育
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
前
提
と

な
り
ま
す
。
40
年
以
上
も
前
の
私
の
東
高
時
代

は
「
受
験
英
語
」
ま
っ
さ
か
り
で
、
私
も
、
英

文
解
釈
や
文
法
は
大
得
意
で
し
た
が
、
リ
ス
ニ

ン
グ
、
ま
し
て
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
は
か
ら
し
き

だ
め
で
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
、
高
校
ま
で

の
英
語
教
育
に
お
い
て
、
読
む
、
書
く
、
聞
く
、

話
す
の
四
技
能
の
修
得
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
初
等
中
等

教
育
に
お
け
る
英
語
教
育
の
改
革
を
踏
ま
え
て
、

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
を
目
指
し
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　　株式会社CREA FARM
　　　　　　　（クレアファーム）
　　　　　　　　　代表取締役社長
　　　　司法書士法人つかさ 代表社員

　　　　西村やす子
（60回・昭和62年３月卒）

新しい価値を創ること

　

最
近
、
高
校
生
や
大
学
生
に
講
演
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
私
が
在
校
生

の
頃
は
、
企
業
経
営
者
の
話
を
聞
く
よ
う
な
機

会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
を
学
生
時
代
か
ら
考
え
る
よ
う
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
長
く
続
い
た
社
会
の
仕
組
み
は
崩

壊
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
人
も
経
済
も
価
値
観
も

多
様
化
さ
れ
た
社
会
は
、
物
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で

変
化
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て

行
く
若
い
人
達
は
、
変
化
に
対
応
し
生
き
抜
く

チ
カ
ラ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

20
代
か
ら
司
法
書
士
事
務
所
を
経
営
し
て
い

た
私
は
、
農
業
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

創
る
た
め
、
３
年
前
に
人
生
2
度
目
の
起
業
を

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
法
律
職
を
通
し
て
、
農

地
の
耕
作
放
棄
問
題
や
農
家
高
齢
化
に
伴
う
後

継
者
不
足
問
題
な
ど
切
迫
し
て
い
る
地
域
農
業

の
課
題
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
自
分
の
ス
キ
ル
や
経
験
を
世
の
中
の
課
題

解
決
に
結
び
つ
く
仕
事
に
い
か
し
、
地
域
を
活

性
さ
せ
る
こ
と
に
尽
力
し
よ
う
と
決
意
。
ま
ず

は
農
産
物
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
付
加
価
値
を
付
け

て
売
る
六
次
産
業
化
と
大
勢
の
人
を
呼
び
込
み

地
域
に
賑
わ
い
を
作
る
観
光
農
園
化
を
目
指
し

ま
し
た
。

　

趣
旨
に
賛
同
し
て
く
れ
た
大
勢
の
農
業
者
と

共
に
ス
タ
ー
ト
し
た
『
オ
リ
ー
ブ
の
産
地
化
＆

地
域
農
業
の
六
次
産
業
化
に
よ
る
地
域
活
性
』

事
業
は
、
地
元
経
済
界
の
サ
ポ
ー
ト
や
多
く
の

人
達
の
共
感
を
得
た
こ
と
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
進
ん
で
い
ま
す
。
今
秋
に
は
、
静
岡
日
本

平
地
区
で
初
め
て
の
収
穫
＆
搾
油
が
実
現
で
き

そ
う
で
す
。
ま
た
今
年
の
春
か
ら
は
静
岡
県
の

内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
総
合
特
区
「
藤
枝
仮
宿
地

区
」
に
お
い
て
大
型
農
園
事
業
に
着
手
し
ま
し

た
。
弊
社
と
藤
枝
市
、
地
元
住
民
の
皆
様
と
日

々
協
議
し
な
が
ら
「
食
と
農
」
に
特
化
し
た
新

産
業
創
設
に
向
け
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
は
決
し
て
順
調
で
は
な
く
、数
多
い『
失

敗
』
を
繰
返
し
、
そ
こ
か
ら
様
々
な
事
を
学
び

な
が
ら
手
探
り
で
進
ん
で
い
ま
す
。
失
敗
の
原

因
は
経
営
者
で
あ
る
私
の
能
力
・
経
験
不
足
に

起
因
す
る
こ
と
が
殆
ど
で
す
が
、
時
々
想
定
外

の
外
的
要
因
も
あ
り
ま
す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

経
営
者
と
し
て
日
々
思
う
こ
と
は
、
自
分
に
起

こ
る
出
来
事
は
良
い
事
も
悪
い
事
も
全
て
必
然

で
あ
り
、
様
々
な
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ

て
、
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
繰
り
返

し
な
が
ら
自
分
も
組
織
も
成
長
し
て
い
く
の
だ

と
い
う
事
。
課
題
を
ど
う
受
け
止
め
ど
う
考
え

る
か
、
正
し
い
生
き
方
考
え
方
が
で
き
る
よ
う

人
格
を
高
め
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
だ

と
実
感
す
る
毎
日
で
す
。

　

混
沌
と
し
た
世
の
中
に
は
多
く
の
課
題
が
あ

り
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
様
々
な
ビ

ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
人
ひ
と
り
の
チ

カ
ラ
は
小
さ
く
て
も
、
誰
も
が
世
の
中
を
良
い

方
に
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
に
溢
れ
て
い
る
と
も
言

え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
勢
の
人
々
を
巻
き
込

み
、
持
続
可
能
な
社
会
を
創
っ
て
い
く
た
め
の

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
仕
掛
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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